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豊
間
の
復
興
を
祈
る 

    

第
九
回
望
洋
荘
祭
り
は
九
月
十
六
日
（
日
）
に
望
洋
荘
の
前
庭
で
開
か
れ
ま
し
た
。

一
時
か
ら
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
急
な
雨
に
よ
り
三
〇
分
遅
ら
せ
て
始

め
ま
し
た
。
須
田
美
保
子
施
設
長
の
開
会
の
言
葉
で
オ
ー
プ
ン
。
須
田
滉
理
事
長
は
挨

拶
の
中
で
、
常
日
頃
の
家
族
会
の
皆
様
に
よ
る
ご
協
力
と
地
域
の
方
々
の
温
か
い
応
援

に
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
又
、
豊
間
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
望
洋
荘
の
下

の
道
路
沿
い
に
鎮
座
し
て
い
た
ゴ
ジ
ラ
の
像
を
譲
り
受
け
、
怖
い
海
を
睨
み
付
け
二
度

と
大
き
な
津
波
が
無
い
よ
う
に
と
の
旨
の
挨
拶
。
更
に
は
、
こ
の
ゴ
ジ
ラ
を
見
に
子
供

さ
ん
達
が
集
ま
り
、
こ
の
望
洋
荘
が
老
若
男
女
の

集
う
楽
し
い
場
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鈴
木
徳
夫
豊
間
区
区
長
様
、

小
林
茂
家
族
会
会
長
様
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
両
人
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

開
会
宣
言
は
一
〇
七
歳
の
山
際
イ
ク
ヨ
さ
ん
が

元
気
な
声
で
発
し
ま
し
た
。
望
洋
荘
祭
り
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
家
族
会
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
の
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。（
望
洋
荘
祭
り
の
詳
細
に
つ
い
て
は

二
面
に
続
き
ま
す
） 
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「
豊
間
の
ゴ
ジ
ラ
」
移
設
お
披
露
目 

―
「
第
九
回 
望
洋
荘
祭
り
」
開
催
― 

豊
間
の
ゴ
シ
ラ
は
今
ど
こ
へ
―
。 

セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
い
わ
き
豊
間
店(

金
成
伸
一

店
長)

の
前
に
置
か
れ
て
い
た
ゴ
ジ
ラ
と

灯
台
の
模
型
が
姿
を
消
し
、
そ
の
行
方

が
道
行
く
人
々
の
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

「
こ
の
悲
し
い
風
景
を
変
え
た
い
。
」
町
に

も
う
一
度
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た

い
」
。
金
成
店
長
が
思
い
を
託
し
た
ゴ
ジ

ラ
の
模
型
だ
っ
た
。
同
店
は
津
波
で
全

壊
、
建
物
の
骨
組
み
し
か
残
ら
な
か
っ

た
。
周
辺
地
域
も
が
れ
き
の
山
…
。
そ
ん

な
中
、
地
城
住
民
に
希
望
を
抱
か
せ
る

存
在
だ
っ
た
。 

目
が
赤
く
光
り
口
が

開
閉
す
る
高
さ
約
二
㍍

八
〇
㌢
の
力
作
だ
っ
た
。 

小
野
さ
ん
の
妻
節
子
さ

ん
は
夫
の
遺
品
と
し
て

大
事
に
保
管
し
て
い
た

が
「
再
び
町
を
活
性
化

し
た
い
」
と
い
う
金
成
店

長
の
心
意
気
が
夫
に
通

じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
い

譲
渡
を
決
め
た
。 

家
の
土
台
だ
け
に
な

っ
た
寂
し
い
風
景
の
中
に

た
た
ず
む
ゴ
ジ
ラ
は
イ
ン

パ
ク
ト
大
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
も
話
題
に
。

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

親
し
ま
れ
た
が
、
同
店

が
市
の
復
興
計
画
で
防

災
緑
地
予
定
地
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
金
成
店
長
は

将
来
的
な
こ
と
を
考
え

新
し
い
オ
ー
ナ
ー
を
探

す
こ
と
に
。
オ
ー
ナ
ー
募

集
の
張
り
紙
を
見
た
平

豊
間
の
介
護
老
人
福
祉

施
設
望
洋
荘
の
須
田
滉

理
事
長
が
引
き
取
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

須
田
理
事
長
は
「
入

居
し
て
い
る
利
用
者
の

孫
た
ち
が
お
見
舞
い
に

来
た
と
き
に
見
て
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
玄

開
付
近
に
設
置
。
「今
後

も
３
・
１
１
を
忘
れ
な
い

よ
う
ゴ
ジ
ラ
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。 

模
型
は
小
名
浜
大
原
、
い
わ
き
特
殊

照
明
の
小
野
準
司
元
社
長(

享
年
六
〇)

が
平
成
十
年
ご
ろ
、
平
七
夕
ま
つ
り
に
出

品
す
る
た
め
に
制
作
。
町
の
活
性
化
と

子
ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ
た
い
と
の
願
い
を

込
め
、
半
年
が
か
り
で
完
成
さ
せ
た
。 

2012 年 9月 30 日 
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本
年
度
の
望
洋
荘
祭
り
も
様
々
の
方
々
の
絶
大

な
る
ご
協
力
を
頂
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
本
年
度
の
出
店
で
す
が
、
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
、
焼
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
か
き

氷
・
ド
リ
ン
ク
・
綿
菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
バ
ザ
ー
・

子
供
コ
ー
ナ
ー
の
ブ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
又
、
望
洋
荘
家
族
会
の
皆
様
の
協
賛
を
頂

き
、
焼
き
鳥
・
豚
汁
・
手
打
ち
そ
ば
・
広
島
風
お
好

み
焼
き
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

更
に
、
余
興
と
し
て
、
カ
プ
ア
・
モ
キ
ハ
ナ
フ
ラ
ス
タ

ジ
オ
様
に
よ
る
し
と
や
か
で
優
雅
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
。

ク
ラ
ッ
プ
ス
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
様
の
小
中
学
生
に
よ

る
大
変
に
躍
動
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
チ
ア
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
。
下
高
久
原
青
年
会
様
に
は
厳
粛
か
つ
リ
ズ

ム
感
あ
ふ
れ
る
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
を
披
露
し

て
頂
き
ま
し
た
。
ど
の
団
体
様
も
素
晴
ら
し
い
演

技
で
拍
手
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ

暑
さ
が
残
る
中
、
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
入
居
者
様
・
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
、
櫓

の
周
り
を
い
わ
き
踊
り
を
踊
り
な
が
ら
巡
り
ま
し

た
。
入
居
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
方
々
が
楽
し
く
団

ら
ん
さ
れ
て
い
る
光
景
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま
し

た
。
第
九
回
の
望
洋
荘
祭
り
を
楽
し
く
終
了
で
き

ま
し
た
の
も
、
家
族
会
を
初
め
と
し
て
地
域
の

方
々
、
来
荘
く
だ
さ
い
ま
し
た
多
く
の
方
々
の
賜

物
と
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
バ
ザ
ー
の

出
品
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
方
々
に
も
心
よ
り

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
次
年
度
も
更
に
素
晴
ら

し
い
望
洋
荘
祭
り
を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

                               

                               

第9回 望洋荘祭り 
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九
月
三
日
（
月
）
午
前
十
一
時
よ
り
、
み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ

ト
に
て
「
芋
煮
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
初
は
青
空

の
下
で
行
う
予
定
で
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
ず
に
や
む

な
く
、
屋
内
で
の
「
芋
煮
会
」
で
し
た
。
大
き
な
鍋
に
た
く

さ
ん
の
里
芋
と
大
根
・
人
参
・
ご
ぼ
う
・
長
ね
ぎ
・
豚
肉
を

煮
込
み
、
み
そ
味
で
仕
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
お
好

み
焼
き
や
焼
き
ソ
バ
な
ど
も
あ
り
、
入
居
者
様
も
大
満

足
で
し
た
。
極
め
付
き
は
せ
ん
し
ょ
う
苑
で
栽
培
し
た
朝

摘
み
き
ゅ
う
り
で
作
っ
た
漬
物
で
し
た
。 

                   

   

九
月
十
六
日
（
日
）
正
午
よ
り
、
せ
ん
し
ょ
う
苑
入
居
者

様
三
名
が
「
望
洋
荘
祭
り
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

参
加
し
た
方
は
、
元
々
豊
間
・
江
名
・
洋
向
台
に
お
住
ま
い

の
方
で
し
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
の
潮
風
と
微
か
に
聞
こ
え
る
潮

騒
が
心
躍
ら
せ
気
分
上
々
で
し
た
。
ま
た
望
洋
荘
祭
り
に

来
荘
し
た
地
域
の
方
々
に
も
知
り
合
い
が
い
て
、
懐
か
し
い

再
会
に
話
が
弾
ん
で
居
り
ま
し
た
。
昼
食
は
、
そ
れ
ぞ
れ
出

店
で
食
べ
た
い
も
の
を
選
び
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
数
々
の
余
興

も
楽
し
く
見
学
し
て
大
喜
び
の
一
日
で
し
た
。 

                   

   

九
月
五
日
（水
）～
六
日
（木
）の
二
日
間
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
好
間
中
学
校
三
年
生
の
男
子
生

徒
六
名
が
「福
祉
体
験
学
習
」に
来
苑
し
ま
し
た
。 

           

九
月
二
七
日
（
木
）午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、

湯
本
第
一
中
学
校
三
年
生
の
男
子
生
徒
四
名
と
女
子

生
徒
五
名
が
「福
祉
体
験
学
習
」に
来
苑
し
ま
し
た
。 

           

好
間
中
学
校
・
湯
本
第
一
中
学
校
の
皆
様
お
疲
れ
様

で
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

地域密着型介護老人福祉施設 せんしょう苑 

「芋
煮
会
」
み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

「望
洋
荘
祭
り
」
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。 

「福
祉
体
験
学
習
」 

上の写真は、お昼に入居者様と同じ
食事を体験している風景です。今回は
咀嚼が弱い方に提供している「刻み」：
細かく切り刻んだ物、と「ミキサー」：さら
にすり潰しペースト状の物を体験して貰
いました。食した感想は、確かに食べや
すい…でも食べた触感がなく味気な
い。など厳しい感想でした。 

上の写真は、湯本第一中学校の生
徒のみなさんが入居者様に手品を披
露している光景です。事前に練習して
来てくれたそうで、とても上手でした。ま
た大きくハリのある声で演じていただき
ましたので高齢者にも聞きやすく大変
好評でした。手品の後は入居者様と一
緒にリハビリ体操を行いました。 

「フラダンス」中央で踊るはせんしょ
う苑の美人看護師さんです。 

屋台の上中央でボンボンを持って
踊っているのは、みまや南ユニット
のリーダーではないでしょうか？ 
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六
月
に
望
洋
荘
に
て
食
事
に
つ
い
て
入
居
者
様
の
意
見
を
聞
き
取
る

「
嗜
好
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
そ
の
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

                       

               

望  

洋  

荘 

十
月
二
二
日 (

日) 

午
前
十
時
半
よ
り 

 
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

 
 
 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

十
月 
四 
日
（
木
）
午
前
十
時
よ
り 

「
湯
本
・
足
湯
」
み
ま
や
東 

十
月 

九 

日
（
火
）
正
午
十
二
時
半
よ
り 

「
と
ん
か
つ
ま
る
兵
衛
に
外
食
」
み
ま
や
南 

十
月 

十 

日
（
水
）
正
午
十
二
時
よ
り 

「
ハ
イ
ワ
ア
ン
ズ
」
み
ま
や
西 

十
月
十
五
日
（
月
）
正
午
十
二
時
よ
り 

「
ハ
イ
ワ
ア
ン
ズ
」
み
ま
や
南 
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洋  
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せ
ん
し
ょ
う
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光

子 

阿

部

ナ

ツ

子 

八

島

 

恂  

佐

藤

キ
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（九
二
歳
） 

（九
〇
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（九
七
歳
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（八
〇
歳
） 

（八
三
歳
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誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

み
ま
や
東 

十 み
ま
や
西 

十 

月 月 

二
七 

二
六 永

山

し

げ

子 

鈴

木

章

子 

日 日 

（土
） 

（金
） 

様 様 

（八
八
歳
） 

（八
七
歳
） 

誕
生
会 

誕
生
会 

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 

荘
』 

便
り 

平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

電 
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【
嗜
好
調
査
報
告
】
望
洋
荘 

【
十
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

【
十
月
の
行
事
予
定 

】 

【総括】 
 
今回は、昨年とほぼ同数の不満があるとの回答がみ

られた。今年の特徴としては、食事の量が多いと回答
する方が多かったことである。これは、主菜のグラム
数を増やしていることもあるが、全体のエネルギー量
を以前より増やして、低栄養や痩せの予防をしている
ことがあると思う。どうしても多い事に不満がある方
は、量の調整等を多職種で話合っていかなければなら
ない。また、今回食べにくいもので、例年になく「魚
の生臭さ」に関する意見が上がったので、臭みを取る
工夫をしていき、魚類の残菜が減っていくように努め
ていきたい。食べたいものでは、初めて「甘い物」が
１位になったので、日常のおやつや施設行事のおやつ
バイキングで意向に沿ったものが提供できるように
していければと思う。 
今後も、今回の結果を基に、食事に対する不満を極

力減らしていけるよう、皆様に受け入れられる食事作
りに努めていきたい。 


